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１． はじめに 
 環境浄化材料として注目されている酸化チタンは、

クリーンエネルギーである光で有害物質を分解 1)-3)し、

大気や水の浄化に役立てられている．光触媒活性は酸

化チタンの結晶構造に依存している 4)-7)が、その結晶相

の分析手法については、これまで大学等の研究でも厳

密に行われておらず、触媒学会が参照試料として提供

している酸化チタン粉末試料に対しても、いまだに結

晶相の厳密な定量は行われていない．現在社会におけ

る安全・安心の確保の観点からも、多くの光触媒関連

企業は酸化チタンの結晶相を知ることが光触媒活性を

向上させていく上で必要だと考えられる． 
そこで本研究では、酸化チタン粉末の X 線回折強度

から各結晶相の割合が算出できるリートベルト法 8)の

精度向上を目的とし、非晶質の定量を行う場合に使用

する内部標準物質とその混合方法を検討した。また、

誤差の少ない算出を行うために、X 線回折測定条件の

検討を行った．  

 

２．実験方法 
２．１．酸化チタンの調製 
 分析対象の酸化チタンは、触媒学会が提供する試料

のうち、ルチルのみからなる試料（TIO-6）と、ルチル

とアナタースの両相からなる試料（TIO-4）、ブルッカ

イト相を含有する昭和タイタニウム株式会社製のナノ

チタニア（NTB-1）を使用し、恒量となるまで 110℃

で乾燥させた．また、非晶質の同定には結晶組成の安

定な物質を内部標準として添加する必要があるため、 
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本研究ではコランダム（α-Al2O3）を選択した．X線 

回折測定にあたり、試料は微細結晶かつ無配向となる 

ように調製する必要があるが、粉砕・混合時のメカノ

ケミカル現象により相変化が起こる可能性がある．そ

のため、２種類の試料調製方法を検討した．一つは、

メノウ乳鉢に粉末を取り、そのまま粉砕・混合する方

法（乾式混合）である．もう一つは、粉末をメノウ乳

鉢に取り、同体積のエタノールを混ぜて混合し、乾燥

を繰り返すことで混合する方法（湿式混合）である．

この二種類の混合方法で粉末中の各相の割合を比較検

討した． 

 

２．２．X 線回折測定 
 X 線回折測定は、表１に示す装置条件で行った．ま

た、粉体を保持する試料ホルダには、アルミ製のもの

を用いた．リートベルト法による解析を行う場合は、

定性解析の場合と異なり、分析対象となる回折ピーク

強度が平均で 1,000 カウント以上得られるように計数

時間を設定する必要がある 9)．そのため、計数時間に対

する信頼度因子や定量結果の検討を行った． 

装置 RINT2000 

X線管球の種類 封入式管球 

管球のターゲット 銅（Cu） 

X線管球の条件 管電圧 40kV、管電流 300mA 

モノクロメータ なし 

走査範囲(2θ) 18-80 degree 

ステップ幅(2θ) 0.02 degree 

表１ X 線回折測定における装置条件 









大強度は計数時間に比例した．また、Rwpは緩やかに減

少し、4s程度で 10%となった．さらに、図５に計数時

間に対する、各相の割合を示す．この計数時間の範囲

では割合に相関は見られなかったが、6s 以降では各相

の割合が安定した．この時のRwpは図４より 9.5%程度

であった．これにより、リートベルト法による定量に

は、Rwp が一般的な収束の目安である 15%より小さく

10%以下とすることが望ましいことがわかった． 

 

３．４．ブルッカイト含有試料の定量 
 これまでの検討結果を確認するために、NTB-1を湿

式混合により調製し、Rwp が 10%以下となるような条

件で測定した X 線回折パターンをリートベルト法によ

り解析した．また、非晶質を含めた測定の場合には、

α-Al2O3を 20%混合し測定した．解析結果を図６に、

算出した各相の割合を表３に示す．この結果、試料に

はブルッカイトが50%程度、非晶質は23%程度含まれ、

ルチルは存在しないことがわかった． 

 

４．まとめ 
 リートベルト法による、酸化チタン粉末のX線回折

強度からの結晶相割合の算出に関して、以下の知見を

得た． 

・非晶質の定量を行う場合、内部標準物質には試料中

に存在せず結晶組成が安定である物質を選び、可能

な限り純度の高いものを用いる． 

・試料の調製にはエタノールを用いた湿式混合で行う． 
・リートベルト法で解析した際に信頼度因子 Rwp が

10%以下となるよう、X線回折測定条件を選定する． 
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 アナタース ブルッカイト 非晶質 Rwp 

NTB-1 35% 65% - 6.14% 

NTB-1 with 20%

α-Al2O3（湿式）  
25% 52% 23% 6.72% 

表３ NTB-1の各相の組成 



 


